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太陽と月の諾いと敵対

-フィリピン､インド､およびマレ-半島の諸神話への寄与-

ルドルフ･ラーマン

森田　未咲　訳

序

フィリピン諸島､インド､およびマレー半島には､太陽と月との請いと敵対

に関連した神話群が存在する1｡本稿において筆者は､特にフィリピンに関す

る限りでは､民族学的文献から収集した資料を提示し､そして文化的共通要素

を多くもつ一地域の3つの地方にみられるこの神話群の主な特徴を試験的に比

較してみたい｡

フィリピンの所伝

percy A. Hillは以下の星辰神話を発表している｡

原初の頃､太陽神アラオAraoと月女神ブアンBuanの両者には星の家

族がたくさんいた｡アラ才の星たちは黄金色であり､とても光り輝いてい

た｡一方､ブアンの星たちは全く熱くない白銀色であった｡ブアンは彼女

の星たちがアラオとその子供たちの熱と光に耐えられないということに悩

むようになった｡それゆえに､彼女は安全策として両者とも自分の子供た

ちを殺すということをアラ才に約束させた｡これに彼らは互いに同意した｡

太陽が彼の星たちを貪り食った後で､月は彼女の星たちを雲の影に隠し

た｡そこから時々彼女の星たちが現れた｡これを見て太陽は､月の悪賢い

騙しに当然激怒した｡結果､月が子供たちを守るために太陽を騙したとし

て､太陽は月を殺す為に永遠に月を追いかけている｡

1　二つの大天体の名前は統一性を図る為､大文字になっていない出典からの引用も含めて､

本稿では大文字で書く｡
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その追撃は原初からずっと続いている｡時々､太陽は噛みつくのに十分

なくらい月に近づく｡これが蝕である｡追手が月に近づき､そして月がよ

り高いところにある暗がりに避難する間に､月は絶えず満ち欠けするため､

時がその傷を癒してくれるのである｡

太陽は夜明けに戻って来て星たちを貪り食うか､あるいは星たちを逃走

させる｡一万､月は昼間に星たちを隠しておいて､月の最年長の娘で宵と

明けの明星であるタラTalaが､太陽がずっと遠くにいて星たちに追い付

くことができないということを助言してくれるときにだけ､月は星たちを

外に出すのである2｡

インドおよびマレー半島における類語

すでに述べたように､この神話は北東部および中部インド､そしてマレー半

島において非常に近似した類語を持っている｡現在､その関連文献のほとんど

を自由に使えるわけではないので､筆者はインド北東部の非ア-リヤ系譜部族
I

の神々について､筆者の研究論文に載せた要約からこの神話の大体の内容を示

す｡インドにおいて､この神話はサンタルSantal､ムンダMunda､トウリTuri､

サヴァラSavara､ビルホルBirhorの中に見つかる｡これら全ての部族はムン

ダ話語を話す｡神話はさらにア-リヤ語を話すブイヤーBhuiyaの中にも見つ

かるが､彼らはかつてムンダ諸族であったと思われる3｡

問題の神話はおおよそ以下の要素を含んでいる｡月が太陽の子供たちを捕え､

その子供たちでもって美味しい料理を作り太陽に食事を出す｡あるいは月は太

陽に太陽自身の子供たちを殺して彼らを食べてしまうように誘う｡月の行為の

動機は､太陽のたくさんの子供たちが原因である地上における酷熱である′↑｡

サンタル､そして恐らくサヴァラにおいても､太陽と月は夫妻として現れる｡

ムンダとトウリにおいては太陽と月は姉妹〔または妹姉〕であり､ビルホルで

は兄妹〔または弟姉〕である｡ブイヤーでは太陽は男性で月は女性であり､そ

れら互いの関係性には言及されていない5｡

ムンダの所伝では､太陽は彼女の姉〔または妹〕である月の行為に激怒し､

｢剣を掴んでその姉〔または妹〕を追いかけ､追いつくと月を二つに斬り裂い

2　Hill, PhiliI,I,in° Sh()rt St()rie若pp.65f
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た｣と言われている｡その両半分は一定期間で再びくっつく｡しかし､シング･

ボンガsingBonga､すなわちムンダの(現在の)高神である太陽神は､月がそ

の行為のゆえにいかなる罰を被ったかを地上の人間たちが見ることができるよ

うに定期的に再びその傷が開く様に定めた6｡太陽神シング･ボンガとこの神

話とのつながりは､いささか不適当であるが故にまず元の要素ではありえない｡

実際問題､太陽としての高神の特徴はおそらくムンダの信仰においてより後期

の要素であろう7｡ムンダ(ホ-Hoとブ-ミジBhum串まどちらもムンダに密

接に関係している)に関して､ Daltonは今提示したものよりもっと新しいと考

えられるもう一つの所伝について述べている｡ ｢彼(シング･ボンガ)はチャ

ンド･オモルChandoOmol､つまり月と結婚していたと言われているが､月は

ある時彼を騙し､彼は彼女を二つに斬った｡しかし怒ったことを後悔し､彼は

時々完全な美しさで輝き現れることを彼女に許した｡星たちは彼女の娘たちで

ある8｡｣

インド先住民に属し､その一部は末だ採集民であるビルホルの神話では､明
I

けの明星[venus]は､太陽が他の星たちを貪り食っていたちょうどその時､

遠い踊り場におり､それゆえに彼女は助かったとされる｡また､サヴァラの所

伝でも月が金星を隠すことができる｡

3　Rahmann, Gottheiten, pp.55-57本稿では以下Gottheitenとして引用する｡そこに付した参

考文献は以下のとおりである｡サンタルについては､ Mitra, p.70 〔この論文はMan in India,

vol.8(1928)のp.248-258にある〕 ; Bodding,p.73 ; M｡mini,pp.17f言Census1931,VII. I,297 ;

ムンダについては､ Mitra,p.70 ; Bhaduri,pp.76f言　上ウリについては､ Russel,IV, 591 ;サヴァ

ラについては､ Thurston VI, 333 ;ど)レポルについては､ Roy, pp.486f言ブイヤーについて

は､ RusselII, 317f.

一方､ EIwinはその著書Myths ｡f Mt'ddle Indiaの中でこのタイプの話を多数発表している

(cf.pp.53, 55, 56f.,74f.)｡ EIwinによって記録されたその他の話の中に､他のモチーフが

見られる｡それらは一部には｢ア-リヤ的(Aryan)｣というべきであろうが､幾つかは特に

ヒンドゥー的な特徴を有している｡ EIwinのMyth▲叩fMiddlehdiaと筆者のGottheiten中の参

考文献の注釈は相補的なものであるが､その範囲と彼の著作のほうがより新しいことから､

EIwinのものがより包括的である｡本稿はEIwinのMyth,～ ()fMiddle lndiaを｢EIwin｣として

引用する｡

4　｢太陽とその子供たちから発せられる酷熱は､あらゆる生物を苦しめた｣ (ビルホルの所

伝｡ Royのpp.486で.を引用しているEIwin,p.75を見よ｡)

5　EIwinは｢太陽と月のII勤Uについては､非常に曖昧さがある｣と述べている(p.52)｡少し後

に､彼は｢多くの部族が二つの大きな天体を夫と妻とみなしている｣と書いている(pp.54f.)

6　Gottheiten, p.56.

7 Ibid.,p.93.

8 Ibid.,p.56, Dalton,p.186 〔p.184〕を参照している｡
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マレー半島において､ Mitraの詳細ではない報告によればマレーMalays9の中

に､ SchebestaによればジヤハイーセマンJ血ai-Semangl｡とプレーサカイPle-

Sakail⊥の中に神話が存在する｡セマンSemangはネグリトNegritoに属し､サ刀

イSakaiは東南アジアのネダリトイドNegritoidに属す｡ Mitraによれば太陽

は男性で月は女性であるが､彼らは夫婦としては現れない｡ジャハイーセマン

においては､太陽は女性で月は男性である｡プレーサカイでは､両者は女性で

ある｡プレーサカイはその神話の中で､月が腋藷に自身の子供たちを隠し､太
/一′

陽に月の子供たちが死んだと思わせてから､太陽に彼女自身の子供たちを呑み

込ませるように誘ったとしている｡ジヤハイ-セマンの神話では､太陽が他の

星たちを呑み込んでいた際に月が彼の腋寵に隠した｢2人の年下のきょうだ

い｣ (弟と妹か?)がいたとされる｡それら2つの隠されていた星に､明けの

明星と宵の明星として2つに数えられる金星が意図されていることは疑い得な

い12｡おおよそセマンやサカイと同等の文化水準にあるビルホルとの類似は顕

著である｡もちろん､この類話が古い要素なのかそうでないのかを確かめるた

･めには詳しい研究が必要である｡

神話の性質と内容

この神話群を構成している物語は世俗的なものである｡その上それらは説明

神話である｡次の天文学的諸事実が説明されている｡第一に､空において月が

星と共に現れること､そして太陽は(明け･宵の明星を除いて)星と共には現

れないということである｡第二に､月の満ち欠けと空におけるそのゆっくりと

した動きである｡

フィリピンの神話とインド､マレー半島の神話の関係性

フィリピンの所伝に戻ろう｡筆者はこの話が諸島のいずれの場所から収集さ

9　Gottheiten, p.56.

10　Loc. °it., Schebesta, Uberdie Semang, p.1010とBei den Urwaldzwergen, p.101を引用｡

ll G｡ttheiten,同引用文中にSchebestaのOrang Utang, p.68とBei den Urwaldzwergen, p.229を

引用している｡

12　EIwin, p.74, Bompasのp.403を引用している｡ Bompasは､太陽は自分の子供たちを｢2

人以外｣全て貪り食うが､ ｢助かった2人は明けの明星と宵の明星である｡｣というサンタル

の所伝を報告している｡バイガBaigaの所伝にも同様にこのモチーフがある(EIwinの同引

用文中)｡後者についてもまたEIwinのmeBaiga, pp.331丑を見よ(著者の注釈から引用)｡
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れたのかわからなかった｡これはいまだ確認を要する点である｡しかし､イン

ドおよびマレー半島の説話とフィリピンの説話の起源的な関係性は疑い得ない｡

上に言及したアジア大陸本土の諸部族のほとんどが同じ語族に属しているので､

一層そのように考えられる｡

少なくとも､神話のそれらアジア本土の所伝､そこでは太陽と月が神々とは

みなされていないのだが､その所伝が恐らくより古い形であるので､その結果

必然的に､太陽と月がこのモチーフに関係する限り神々として表現される説話
/■′

が､神話群のより新しい所伝であると我々は想定しうる｡太陽と月を夫婦であ

る神々とする観念はインドにも見つかる｡すなわち､先に言及したムンダの第

二の所伝中に､である｡

アラオとその子供たちから生じる酷熱のモチーフにはすでに言及したように

インドの類語がある13｡

宵･明けの明星であるタラがフィリピンの神話の中でもつ特別な立場は､ビ

ルホル､サヴァラ､ジヤハイ-セマンの所伝における金星の役割に相当する14｡
ノ

13　サンタルのある所伝では､このモチーフの更に発展したものが見つかる｡ ｢太陽､それは

至高的存在とみなされるのだが､その太陽は人間をその邪悪さのために殺すことに決め､人

も獣もその苦痛に身もだえするほど激しく燃え盛った｡｣ (EIwin,p.53)

ムンダに近いドラヴイダ語系の部族であるオラーオンOraonの所伝では､太陽としての7

人の兄弟が現れる｡ ｢月が太陽の熱を止める為の手段を取らない限り､太陽の熱で世界が浴

かされてしまうという訴えが月へと向かった｡｣月は(第一の)太陽に彼自身の兄弟を食べ

るように誘った(EIwin,p.53)｡スマトラのバタックBatakのある神話はオラーオンのものと

非常に類似している(cf. Benedict, p.47, 請. 102, Warneck, pp.43-44を引用)｡シッキムの

レプチヤLepchaの所伝では太陽は二人の兄弟である(op.°it.,p.54)｡ AoNagaの話では､ ｢太

陽は人々がその熱さに不満を訴えたことに腹を立てて､再び輝かせるためには雄鶏が太陽を

騙さなければならなかった｣ (loo.°it)｡雄鶏によって演じられる騙しのモチーフは､カナン

Katchin､ロロLolo､ミヤオMiao､タイThaiのような人々に広まっている他の群とこの話型

とを関連付けている｡話の中で蠣蛤が太陽の年上の兄弟を矢で射落とすという先ほど言及さ

れたLepchaの所伝の中にも現れる､雄鶏の仲介に先立って､人々によって太陽が射られる

といったモチーフもまたこの群に属している｡この(矢で太陽を射る)モチーフは､ナバロイ

Nabaloiのある所伝にも見つかり(下記を見よ)､フォルモサFormosaのアタヤルAtayalの

中にその類語を持っている(Scheerer, pp.47f., Norbeck, p.9 〔p.16〕)｡ ｢矢と雄鶏のモチーフ｣

が属する純粋な群は､太陽の敵対者が月ではなく､人間(先ほど言及したアガリアAgaria

の神話においてのように)である｡筆者はこの群についての詳細を他の論文で示したいと望ん

でいる｡

14　C.W.J.van de† Lindenは､タラTalaが､サンスクリットで星､輝きなどを意味し､ルドラ

RudraやヴイシュヌVishnuの形容詞でもあるtaraと関連付けられているはずであるという

ことに筆者の関心を引きつける(cf. Monier-Williams, p.370)｡この顕著な類似は､無論特別

に興味を惹く｡しかし､この所伝のフイl)ピン型の時期を判断するためにはそれ自体ではほ

とんど断言できないと思われる｡
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フィリピンのその他の所伝

本稿の最初に挙げた神話の他に､フィリピンには､最初の神話のモチーフを

幾つか欠き､他の要素を含んでいる太陽と月についての説話がある｡

パンパンガpampanga (ルソン島)の神話においては､ Fanslerは｢キリスト

教によって修正されていない､古代の純粋なものである｣とみなしているが､

太陽と月は創造主であり支配者であるバタラBathalaの二人の子供たち､すな

わち彼の息子アポラクイApolaquiと彼の娘マヤリMayariとして硯れる｡バタ

ラは彼らを優しく愛し､そして常に彼らと共にあった｡しかし､彼が老い､弱

くなると､彼はもはや彼らの行動についていくことができなかった｡彼は彼ら

に彼のところにとどまるように頼んだが､彼らはその願いを心に留めなかった｡

ある日､バタラは遺書を書き残すこともなく突然死んだ｡アポラクイは地上を

一人で支配したいと思った｡彼の妹〔または姉〕はその提案を承諾することを

拒み､そして両者の間に激しい争いが起こった｡ ｢しばらくの間､彼らは竹の

棍棒で戦った｡ついには､マヤリはその片目を抜き取られた｡アポラクイは彼

が自分の妹〔または姉〕にしたことを見て､彼女に対してとてもすまなく感じ

た｡そして､彼らが地上を別々の時間に等しい力で動かすべきであると言った｡

それ以来､アポラクイは､今太陽と呼ばれているが､日中地上を支配しており､

彼の眼から我々は輝かしい光を受けているのである｡マヤリは､月と呼ばれて

いるが､夜に世界を支配している｡しかし彼女の光は､彼女が片目しか持たな

い為に､彼女の兄〔または弟〕の光よりも弱いのであるし5｡｣

太陽と月のあいだの争いは､ Fanslerが同様に古いパンパンガの伝承である

とみなす､ 2つの短いパンパンガンの子守歌の主題にもなっている｡その一つ

は次のようである｡

Ing bulan ilanlng aldo

15　Fansler, Filipin''P('pular Tale▲1., p.406.タガログTagalogの神話とパンガシナンPangasinan

の神話もまた､何故月の光が太陽よりも弱々しいのかということを説明している(ibid.,pp.

405 〔404f.〕)｡
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Mitatagalan la baho

Pangaras da quetang cuarto

Nipag sundang, mlpagpuStO

｢お月様とお目様はお互いに､高いところで追いかけっこ｡二人がお部屋

に入ったら､脇から短剣取り出して､お互い戦いの準備は万端だ1(㌧｣

ピサヤ諸島の所伝では､ -太陽と月は結婚しており､星たちは彼らのたくさん

の子供たちである｡ ｢太陽は彼の子供たちをとても愛していたが､彼がその子

供たちを抱きしめようとするたびに､彼は子供たちを焼き払ってしまうのだっ

た｡このことに月はとても腹を立てたので､ついには彼に子供たちに再び触れ

ることを禁じた｡｣しかしある日､月が洗濯をしに泉へ出かけていた時に､太

陽は再び彼の子供たちに近づき､彼から発する酷熱によって幾らかの子供たち

が死んでしまった｡月は､今度はバナナの木でもって夫をぶん殴ろうとしたが､

太陽が彼女の顔に砂を投げた｡そして今日まで暗いしみが月の顔面にみられる

のである｡ ｢それから太陽は月を追いかけはじめ､時々彼がほとんど彼女を捕

まえられるほど近くに追い付くが､彼女は逃げ､そして間もなく再び遠く先の

方へ行ってしまうのである17｡｣

ミンダナオのプロト-マレーproto-MalayanマノボManoboの所伝はピサヤ

のそれとほとんど一致する｡太陽はカッとなって月の顔面にタロイモの葉っぱ

を投げつける18｡

太陽と月のあいだの状況の変化を伴った､太陽によるこの永続的な月の追跡

はミンダナオのマンダヤMandayaの話のモチーフの一つでもある｡その他に

ついては､その説話では太陽の怒りの行為の結果として星たちの存在が説明さ

れている｡つまり､太陽と月の最初の子供は太陽がバラバラに斬り裂いてしま

う大きな星であった-今の星たちである｡夫婦のもう一人の子供は海の底の大

16　Loc.°it.

17　MabelCookCole, p.201.

18　Garvan,pp.225f言Cf. Beyer.p.91,およびBenedict, p.48, fn. 103.
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きな穴に住む巨大なカニであった｡その日の動きは雷光の原因である｡彼が穴

を離れるときが干潮の原因であり､大きな波については彼が動いたことによる｡

その父親と同じような気質であるため､彼は時々その母を呑み込もうとする｡

地上の人々はそのような災難の脅威を､鐘を打つことで防ぐ｡カニの説話は2

つの別の群に属している｡すなわち､大地を支えているということ(この機能は

はっきり述べられているわけではないが)と蝕の原因であるということである19｡

ミンダナオのバゴボBagoboについては､ ｢太陽と月はかつて結婚しており､

星たちは皆彼らの子供たちであった｣とFay-Cooper Coleが簡潔に報告してい

る20｡ Benedictによる詳述には､この｢広く語られる話｣がマンダヤの所伝と

とても類似しているということが示されている｡ ｢いずれの星も月の幼い娘の

体の小さなかけらの一つであり､その娘は太陽が彼女の誕生の際に､その子供

が男の子ではなかったということに酷く失望したために殺し､小さなかけらに

斬り裂いたのである｡｣赤子の末路をめぐる激論の結果､彼らはもはや一緒に

旅することは望まなかったのである21｡

さて､山岳地域MountainProvince (ルソン島)のプロトーマレーに説話を移

ろう｡太陽と月の闘争はイフガオmgaoの最も一般的な神話の一つである｡ ｢少

年や少女たちが暗唱できるのがこれらの一つであり｣､子供たちがそれを通し

て｢太陽と月に対して畏敬の念をもつこと｣を教わる伝説の一つである｡二人

の内､誰がより輝ける者であるかについての彼らの闘争に決着をつけるために､

太陽と月は最後まで戦うことを決めた｡これは､太陽の側についた人びとが祖

先に異なる動物の生賢を供犠し､ ｢太陽が有利になるよう戦いに介入してくれ

19　Madel Cook Cole, pp･145f･ ; Pay-Cooper Cole, The Wild Tribe.1. I)fDavao, p.172, Benedict, p.47,

品101も見よ｡ ｢大地の支え｣と｢蝕の原因｣のモチーフの用語はEIwin,pp.509, 508｡蝕の

モチーフはHillによって発表された説話にも含まれている｡ ｢時に太陽は彼女(月)に噛み

つくのに十分なほど近づく｡これが蝕である｡｣ (Hill,p.66;上記を見よ)

20　me WldTナibes, p.108

21 Benedict, pp.46f. Benedictは(｢自然現象に結び付けられる他の幾つかの神話｣と共に)説

話の全てをtheJ｡urnalofAmericanFolk-lore, 26 : 15-19, 1913に挙げている｡ MartinのDie

Tnlandstamme der malayi.u･hen Halbinsel, p.977を引用し､同著者は(p.46, rn. 99で) ｢永久に星

の子供達を破壊しようという試みに従事する太陽を描いたMantraの所伝｣に言及している｡
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と彼らに懇願する｣というイフガ才の社会において祖先たちがもつ重要性に一

致する22｡最終的に太陽は石灰(キンマを噛むために使う)を煙草入れから取

り出して月の目に浴びせかけ､それによって太陽の敵対者は目が見えなくなる23｡

Banonはイフガ才の話の多少違った所伝を挙げている｡太陽と月は､ ｢酔っ

ぱらって得意げに話しており､その後で太陽は月の帰り道に石灰の入った袋を

引っかけ､月にその袋を突くよう挑発した｡月はその挑戦を受け､その結果石

灰が彼の目を焼いた｡~しかし彼は回復し､太陽の道に槍の罠を仕掛けることで

報復した｡太陽は罠の上を歩き､突き刺さって死んだが､復活した｡｣もう一

つの所伝では月は太陽の民に落ちる24｡

ナバロイ-イゴロットNabaloi-Igorotは2つの天体の明るさについて3つの

説話をもっている｡一つめによれば､太陽と月はかつて同じ明るさであった｡

｢交互に地上を照らし､交互に地下世界を照らした｡それ故常に昼間であっ

た｡｣しかし､月はいつも神カブニアンKabunian25を､彼が結婚していないと

いう理由で笑った｡ある日､カブニアンはカッとなって｢月の顔面に灰を投げ)

つけた｡今ではより好ましいことに昼夜がある26｡｣二つめの話は同様に､同等

の明るさというモチーフを含んでいる｡しかし､その中で月は太陽の独身を笑

い､太陽は怒って燃え盛る灰を月の二つの顔面の内､片面に投げつける｡ ｢月

の顔は焼け焦げて真っ黒になった｡けれども月の顔の片面だけは輝くことがで

きた｡その顔は灰のために太陽の光のようには輝かないのである｡そして月は

毎晩は輝こうとはしなかっだ27｡｣三つめの話によれば､ずっと昔､月は太陽よ

りも明るく輝いており､人びとは当時普通であった状況に従って働き､眠って

22　Lambrecht, pp.359鯖.

23　Sals,p.73.

24　Barton, pp.67f.この著者〔Banon〕はこの論文の原稿をH.Otley Beyerに示した時､ 1912年

頃､当教授がFather Juan Femandez Villaverde,0.P〟によって元々収集されていたイフガオの神

話の詳細な所伝をスペイン語から英語に翻訳し､注釈をつけていたことを知った｡ Beyerは

今､この神話の公刊の準備をしている｡

25　MossはKabunianに関する彼の見解をNabaloiLawandRitual, pp.280f.に挙げている｡

26　Moss, Nabal()i Tales, p.239.

27 Ibid.,p.241. 〔この所伝では月は､一つは前方一つは後方にある二つの顔を持っており､
一つは高みの人びと､一つは地上の人びとのために輝いていたと説明されている(ibid)｡〕
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いた｡しかし､太陽は月の明るさを妬んだ｡彼は月をだまし､月の顔面が木の

大枝に打たれることとなった｡ ｢それ以来､月は明るさを失ったのである28｡｣

別の群､すなわち｢諸世界の階層2°｣に関する群に属すると思われるもう一つ

の説話では､地下世界の男が太陽を矢で射当てる･'"'｡

明るさの問題と共に､以下にあげる山岳地域の最北端に住むイスネグIsneg31

の説話は昼と夜にも関連していると思われる｡

｢太陽と月が争っており､その争いに決着をつけることにした｡太陽が･･-･

月に松明を投げつけ､それゆえに月の顔面には火傷の痕がある｡月は太陽に籍

を投げつけ､それゆえにその光線は籍の小枝のように目を冒す｡イスネグによ

れば､太陽は月を覆うために優位に立ち､以降彼は昼間に出歩いている:{2｡｣

wilsonによって記録された短い所伝には､同様に請いの要素､それぞれ松明

と籍を投げる要素､月の薄暗い光､そしてその顔面の火傷の痕といった要素が

含まれている帯｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

アブラ州theProvinceofAbraのテインギアンTinguianの神話では､太陽と月

は大精霊カダクランKadaklanによって創られた｡彼らは｢互いに地上を上に

下にと追いかけ回る｡時々月は太陽をほとんど捕まえるところまで近づくが､

いつも疲れて､成功する前に諦めてしまう･}'｡｣もう一つの所伝は､闘争､太陽

の酷熱､太陽によって月の顔面に砂が投げられるといったモチーフを明確に含

んでいる｡この所伝では太陽は月に｢･･-･もし私がお前に全く光を与えてやら

28 1bid,p.239.

29　モチーフ用語はThompson,p.488から｡

30　Moss, op. ciL p.233.上記fn.13の最後の段落を見よ｡ Bo′7t`'`･ lgorotの神話における二つの

大きな天体の諦いは首狩りに関連している｡月は太陽の息子の頭を切り取った｡父親はそれ

を戻して､少年は生き返った｡そして太陽は月に言った｡ ｢ごらん､君が私の息子の首を切

り落とした所為で､地上の人々はお互いの首を切っているじゃないか｡これは今後も続くだ

ろう｣ (Jenks, p.221)｡ Norbeck (p.9)はこの話に｢月もかつての太陽｣という要素と｢いつ

も昼間であった｣という要素を考えている｡筆者の見解ではそれらのモチーフはそこに含ま

れてはいない｡

31アパヤオApayaoとも呼ばれる｡

32　Vanoverbergh, p.1012.

33　Wilson,p.40.

34　Fay-Cooper Cole, Traditi()〟,I. lLfthe Tinguian, p.189 ; cf.p.221.
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なきゃ､お前はひどいもんだぜ｡｣と､近代の天文学的知識を表しているよう

に思われるような主張をしている｡r'｡

前述のフィリピン諸伝の概略

前述した諸伝のうち､パンパンガ､ピサヤ､マノボ､バゴボ､イフガ才､イ

スネグ､テインキアンのものには闘争のモチーフが含まれている｡そしてピサ

ヤ､マノボ､マンダヤ､イスネグ､テインギアンのものには逃走のモチーフも

含まれている｡太陽によって月の顔面が傷つけられるあるいは暗くなるといっ

たモチーフはパンパンガ(月の片目を見えなくさせる)､ピサヤ(砂)､マノボ

(タロイモの葉)､イフガオ(石灰)､ナバロイ(灰､ある話では燃え盛る灰､

そして木の枝)､イスネグ(松明)､テインギアン(砂)の所伝の内に現れる｡

現在とは異なる宇宙秩序の在り方はパンパンガ､イフガ才､ナバロイ(3つ

の所伝の中に)､イスネグの所伝､そして恐らくピサヤやテインギアン(太陽

が熱すぎる?)の所伝にも表されている｡

インドの類似のモチーフ

闘争､月の顔面の暗さ､異なる宇宙秩序といったモチーフの比較に絞って今

一度インドについてみてみよう｡

闘争のモチーフに関しては､ EIwinによれば､中部インドに太陽と月がどう

して常に離れているのかを説明する伝説群が存在するが､両者は夫と妻とはみ

なされていない｡ ｢はっきりした説明は請いがあったということであり､そし

てこれはしばしば月が太陽に彼の子供たち､昼間に輝いていた星たちを殺させ

るといった騙しに関連している3㌔｣

月の顔面の暗さのモチーフは3つのアッサムAssam諸部族の所伝中にみら

れる｡ラケールLakherの説話では､怒った未亡人が月の顔に彼女のビール

35 Ibid.,p.192 ; C子p.223. MabelCookCole, p.65.

36　EIwin,pp.54f.
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ジョッキのゴミを投げつける｡それ以前月は明るく､太陽のように熱かった｡

カーン-Khasiの伝説は月がその姉である太陽37との結婚を望んだことに関連

しているが､月の近親相姦の意図に対して抗議し､彼女は熱い灰を彼の顔面に

投げつけた(ナバロイの燃え盛る灰やイスネグの松明を想起させられる)｡ ｢そ

れ以来､月の光は青白くなり--･そしてそれが彼が昼間にその顔を表さない理

由である38｡｣ロタ･ナガLhota Nagaの所伝では､ ｢今の太陽である天体は今の

月であるものの顔面に牛糞を塗りつけた30｡｣ベンガルのブナBunaは､太陽が

その請い最中､その妹〔または姉〕である月の顔面に泥を投げつけたと語って

いる′10｡

異なる宇宙秩序のモチーフは､今言及した話に含まれているように月の顔面

の暗さというモチーフと複合している｡ブナの説話においては､ ｢月はかつて

太陽よりも輝いていた｣ということがはっきりと言われている41｡

このモチーフはオラーオンの所伝にも見つかる｡これまで7つだつたのに対

して現在太陽は一つである42｡ロタ･ナガの所伝に対する注記中でHuttonが述

べるには､セマ･ナガsema Nagaの所伝の中では｢ある男が太陽に牛糞を投

げ､それが月になった｡もう一つのアッサムの所伝では灰が投げられ･･-すべ

て結果は同じである｡より熱い天体がより冷たい天体に変わるのである43｡｣こ

のモチーフの教訓的なレベルへの展開は北部インドと中央州centでal Provinces

の伝統的な考え方にみられうる｡北部インドでは太陽は反抗的な息子として現

れ､一方彼の妹〔または姉〕である月は恭順な娘である｡太陽は彼の母に何も

あげることをせず､罰として｢彼は以来ずっと燃え続けることを運命づけられ

ている｡｣中央州の伝統的な考え方では､太陽は欲深く､彼の母親のために結

37　太陽､つまり二つの天体の主要な方が女性であるということはカーン-社会の馬系的特徴

に合致する｡

38　EIwin,pp.53, 55f.

39 Ibid.,pp.53f.

40 Ibid.,pp.55.

41　Loc.°it.

42　EIwin,p.53.

43　Mills,p.196, 請.1 (∫.H.Huttonによる注釈)
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婚式の祝宴から家に何も持ち帰らなかった｡一方で彼の妹〔または姉〕である

月は持ち帰ってきた｡母親はその息子を呪い､ ｢そして太陽は母の魂を満足さ

せることを疎かにしたので彼は常に燃え続けるべきであるが､月は母を満足さ

せたので､彼女は常に涼やかなままであれと言った44｡｣

結

これらの小論は､包括的な論じ方が期待できそうな神話群に関する予備的な

意見として言おうとしているだけである45｡筆者は､上述された幾つかのモチー

フは広く､そして世界的にも存在することに気がついている46｡一方で､イン

ドとフィリピンの問には部分的に文化的関係や言語的関係があるので､起源的

なつながりは神話の分野でも､そして民間伝承一般の分野でも期待されるであ

ろう｡

さらに2つの見解が許されよう｡第一に､アンダマン･ネダリトAndaman

Negritosの間では太陽と月は通例結婚した夫婦であり､星たちは彼らの子供た)

ちであるとみなされる｡あるグループ､アカージェルAka-Jemが月を貪食で

あるとみなしていることは恐らく重要である47｡wilhelmSchmidtは､アカージェ

44　EIwin,p.54.

45　のちにDr.Fanslerは彼の(フィリピンの)民間伝承における未発表の原稿集積の内､説明

的な(因果関係論的な)説話のグループ中に､月に関する11の話と太陽に関する3の話があ

ると書いている(philippineFolkLiterature, p.209.) ｡しかし､ Fanslerの集積は見たところ｢多

数のキリスト教化された部族の｣集団に限定されている(cf.p.208.)｡

46　Banonは太陽と月の間の謡いの神話は｢インドネシア〔やポリネシア〕やアメリカに広がっ

ている｣ (p.39 ; cf. p.67)と主張している｡ Norbeckは一方Apayao (Isneg),Nabaloi､ Bontoc

(しかし上記脚注30を見よ)と､もう一方(プロト-マレーと同様に)北部台湾のAtayal

との間のモチーフの類似を指摘している(pp.8f.,16;cf.pp.12f.も)｡アメリカに関しては､

エスキモーEskimoと(スペリオル湖の西と北の)中央ウッドランドのインディアンIndian

の間で､太陽の妹〔または姉〕が月である兄〔または弟〕によって追跡されるというもう一

方のモチーフが見つかる｡ (Thompson,p.306, 308)｡

星辰神話自体についてはThompsonが次のように書いている｡ ｢我々は､最も原始的な人々

が実際天体に関心をもっているということには何の確証もなく､もっともらしいとも思われ

ない(p.384;cf.p.238,西アジアとヨーロッパに関して;p.312,北米インディアンに関して)｡

地理的に限られ不十分ではあるが　この研究は､甫アジアとマレーシアの一部はThompson

が暗に認めているわずかな例外の一つであるということを示すと思われる｡

47　Schmidt, pp.116f.
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ルAka-Jeruが属している北アンダマン島人Nonh-Andamaneseの神話は､フィ

リピンの神話がその一部をなすオーストロネシアの神話48に感化されていると

いうことを確信している｡上で議論した神話の中では月が太陽に彼の子供たち

を貪り食うように誘うが､貪食のモチーフはSchmidtの推論に特別な支持を添

えている｡

第二に､とても慎重ではあるのだが､エストニア人Estonians､フィン人Finns､
●    ●    ●    〟    ●    ●    〟    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●    ●

そしてラップ人Lappsの間で語られる､自分の子供たちを殺したいと望む母親

という説話の中に太陽と月の間の請いに関するこの所伝の最後の残存があるか

どうかが問われよう4°｡エストニア人､フィン人､ラップ人が属するフィン-

ウゴルFinno-Ugric語族はムンダ語族に確かに近しいと考えられるため､この

問いが問われるのである5°｡そうした問いを発することは正当であり､活気を

与えはするがしかし､今日における真の課題はおそらくあらゆる利用可能な

データを収集し発表することであろう｡　　　　　　　　　　　　ノ
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ルドルフ･ラーマンの経歴とその著作　(訳出の補足として)

ここに訳出したのは1955年のFolklore Studies vol. 14に寄稿されたRudolf

Rahmann, Quanels and Enmity Between the Sun and the Moon･ A Contribution to the

Mythologies of the Philippines, India, and Malay Peninsulaである｡訳出に際して､

原文中の引用文献頁の誤記などについては正しい頁を訳文中に〔 〕で示した｡

また民族名および固有名詞等についてはカタカナ表記の後にアルファベット表

記を載せたが､引用諸文献の著者名についてはアルファベット表記のまま記載

した｡

本訳稿は､フィリピン､インド､およびマレー半島における太陽と月が同時

に空に現れないことを両者の請いが原因であるとする説明神話についての比較

研究である｡挙げられている諸神話は､太陽と月が同時に現れないということ

の他､昼間に星が出ない理由や月の黒斑の理由､月の満ち欠けの理由などにつ

いての説明神話でもあり､興味深い要素が多分に含まれている｡ラーマンが引

用しているEIwinのMyths of Middle lndiaでも太陽と月の請いの話が幾つか挙

げられているが､ラーマンが本訴稿においてこの-神話群に着目し､ 3つの地

域について比較的にみたことは重要な仕事であった｡また､ラーマンは30代半

ばから中国へ渡り､その後もフィリピン大学で教鞭をとる傍らフィールドワー

クを行なうなどアジア各地での精力的な活動が本訳稿の背景にある｡以下ラー

マンの経歴について略記するとともに､その著作を示すことで本訳稿の補足と

したい｡
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ルドルフ〃ラーマンの経歴

ルドルフ･ラーマンは､ 1902年9月20日ドイツのニーダーエンゼに生まれた｡

13歳でオランダの聖ミヒヤエル宣教神学校へ入った彼は､ 1922年の卒業試験

(Matura)を終えると神言修道会(societas Verbi Divini)に加入した｡その後

聖ガブリエルプリースターゼミナールにおいて神学を修学し､ 1929年に司祭に

叙階された｡ザールの聖ヴェンデル宣教神学校のギムナジウムにおいて教師と

して3年働いたのち､ウィーン大学で副専攻として0.Menghinのもとで先史

学とJ･Weningerのもとで自然人類学を学ぶとともに､W.KoppersとW. schmidt

のもとで民族学の研究を始め､ 1935年に博士号を取得した｡

Schmidtにその才を認められたラーマンは､若くして雑誌Anthr｡po▲Sの編集

を任されることになったが､ 1936年には北京のカトリック大学の学長に任命さ

れて中国へ渡った｡しかし､ 1937年には北京が日本に占領されるなど､第二次

大戦の過酷な状況下においての滞在となった｡大戦の終結後に学長を退任した

ラーマンは新学長の援助などをしていたが､ 1949年に中国を離れ､休養と研究

のためにスイスに滞在し始めた｡そして､ 2年後にフィリピンのセブ島にある

サン･カルロス大学へ招増される｡そこで彼はミンダナオ島､ネグロス島､パ

ナイ島での調査の機会を得ることになった｡

しかし､ 1955年にアントロポス研究所Anthropos-Institutに呼び戻され､ 1956

年にスイスのフライブルク大学へ招増されて民族学の教授の職に就き､ 1957-

58年には哲学部の学部長に就任した｡この頃に彼はフィリピン南部についての

研究成果を論文として発表した｡そして､ 1960年に再びフィリピンに戻ってネ

ダリトなどのもとで研究を再開し､また民族学､教育学､哲学における博士課

程の指導も行なった｡ 1964年から1970年までサン･カルロス大学の学長を務め､

その任期が終わってもフィリピン人である後任者を援助し､ヨーロッパ諸外国

との関係性の継続のために尽力した｡ 1977年以降は再びフィリピンを離れ､ア

ントロポス研究所に身を置いた｡

ルドルフ･ラーマンは1985年9月23日にトロイスドルフにおいてその生涯に

幕を下ろすが､彼の功績は故郷ニーダーエンゼの名誉市民として顕彰されたほ
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ど大きく､その多岐にわたる影響力は学術関係のみならず出版の分野にも及ん

でいる｡彼はAnthr｡posの編集を度々手掛けた他､ san carl(,.～ Publication (1964

-)やPhilippine Quarterly｡fCulture andSociety (1973-)などを創始し､その

編集者でもあった｡また自らのフィールドワークによって取材した著作も数多

い｡最後にその著作リストを挙げる｡なお､リストはBurgmannから引用した

[Burgmann, 1977 : 373-375]｡
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(2011/07/07閲覧)

最後になりましたが､ラーマンの原著を紹介して頂き､またラーマンの経歴

およびその著作に関する資料の援助と助言を頂いた山田仁史先生に感謝の意を

表します｡
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